
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加
者
全
員
で
振
り
、
新
幹
線

の
到
着
を
出
迎
え
た
。 

上
越
妙
高
駅
内
の
4
線

の
機
能
確
認
を
一
通
り
行
う

中
、「
お
見
送
り
」
の
部
が
行

わ
れ
、
事
前
申
込
の
あ
っ
た

146
人
の
一
般
市
民
の
方
々

が
参
加
す
る
中
、
大
和
小
学

校
5
・
6
年
生
に
よ
る
演

奏
、
和
田
小
学
校
5
・
6
年

生
に
よ
る
歓
迎
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
川
柳
披
露
の
後
、
歓
迎

フ
ラ
ッ
グ
を
全
員
で
振
る

中
、
午
前
9
時
10
分
に
上

越
妙
高
駅
を
出
発
し
、
次
の

糸
魚
川
駅
へ
と
向
か
っ
た
。 

抽
選
で
落
選
さ
れ
た
方
を

は
じ
め
、
申
込
み
を
し
て
い

な
い
皆
様
か
ら
も
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
駅
高
架
下
で
は
セ
レ

モ
ニ
ー
の
様
子
を
生
中
継
す

る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
」
も
実
施
。
地
元
「
和

田
地
区
振
興
協
議
会
」、
大
和

倶
楽
部
の
皆
さ
ん
か
ら
お
に

ぎ
り
、
豚
汁
の
振
る
舞
い
が

行
わ
れ
た
。 

数
多
く
の
地
元
の
方
々
か

ら
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
運

営
面
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
地
域
を
挙
げ
て
新

幹
線
を
歓
迎
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。 

平
成

25

年

12

月

2

日

(

月)

午
前
6
時
18
分
、
記

念
す
べ
き
最
初
の
新
幹
線

「
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
‐
ｉ
」（
イ
ー
ス

ト
ア
イ
。
正
式
名
称:

新
幹
線

電
気
・
軌
道
総
合
検
測
車
）

が
、
ゆ
っ
く
り
と
上
越
妙
高

駅
に
入
線
し
た
。 

前
日
深
夜
か
ら
開
業
に
向

け
た
設
備
の
機
能
確
認
を
行

う
た
め
、
長
野
駅
か
ら
黒
部

宇
奈
月
温
泉
駅
間
で
試
験
走

行
が
開
始(

26
年

3
月
末

ま
で)

。
初
め
て
新
幹
線
が
線

路
上
を
走
行
し
、
上
越
妙
高

駅
に
到
着
と
な
っ
た
。 

こ
の
歴
史
的
一
瞬
を
祝
う

た
め
、
当
会
議
及
び
上
越
市

で
は
、
列
車
到
着
を
歓
迎
す

る
「
お
出
迎
え
」
と
出
発
を

見
送
る
「
お
見
送
り
」
の
2

部
に
分
け
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
を
開
催
し
た
。 

「
お
出
迎
え
」
の
部
に
は

定
員
100
人
に
対
し
、
408
人

か
ら
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で

当
選
さ
れ
た
一
般
市
民
の

方
々
、
来
賓
、
報
道
機
関
等

が
、
上
越
教
育
大
学
吹
奏
楽

団
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
の
テ
ー
マ
曲
が

演
奏
さ
れ
る
中
、
地
元
「
大

和
倶
楽
部
」
の
皆
さ
ん
が
作

成
し
た
歓
迎
フ
ラ
ッ
グ
を
参 大和小学校 5･6 年生による演奏 

和田小学校 5･6 年生によるメッセージ・川柳披露 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越五の国 

11 月 8 日(金)～10 日(日)に、東京･池袋サンシ

ャインシティー文化会館をメイン会場に、公益

社団法人日本観光振興協会が主催、日本最大級

の国内観光博覧会「旅フェア日本 2013」に出展

しました。3 日間で 8 万人以上の来場者がある

中、北陸新幹線「上越妙高駅」の開業と、越五

の国の魅力をＰＲしました。 

11 月 17 日(日)、上越妙高駅周辺を会場に「第 3 回市民現場見学会」を開催しました。 

秋晴れの気持ちの良い天候のもと、午前、午後の部に別れ、360 人の皆様からご参加いただき、

内装工事が進む上越妙高駅の内部や、駅周辺の整備状況、釜蓋遺跡の概要等について見学し

ていただきました。 

越五の国ブースの様子 ブース前には行列ができることも 上杉おもてなし武将隊もＰＲに参加 

工事概要等の説明 建設中のホーム 改札となる付近の様子 


